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＜実用数学技能検定 準会場認定の件＞ 
 先日募集させていただきました日本漢字能力検定に続いて、久野学園は「実用数学技能検定（数学検
定・算数検定）」の準会場に認定されました。つきましては、第1回の「算数検定」を8月に実施いたします
ので、受験希望がございましたら、配布する案内をご確認の上、申し込みいただければと思います。 
 さて、漢字検定と違いこちらの数学・算数検定はなじみのあまりないものだと思いますので、簡単にご紹
介させていだきます。内容はもちろん名前からのイメージ通り、算数・数学の力を問うものでありますが、
元外交官で現在同志社大学の教授でもある佐藤優さんが池上彰さんとの対談の中で、卒業する大学生
の質を担保するために英検と地方公務員上級試験と共に、この検定を文系の教え子に受けさせている、
とおっしゃっていました。現在、企業が人材を育てる余裕がなく、即戦力を求めている中で、大卒レベルと
は何か？ということでたどり着いた資格での質の担保であり、英語力と総合的知識とともに、数学的思考
力を重視していることが考えられます。それは、社会で数学的思考力が多くの場面で求められ、理系・文
系問わず数字の世界と向き合わなければならない場面が多くあるためではないでしょうか。 
 改めて、今回の算数検定導入の一つの目的は、日々、教室で行っている基礎学習を資格として補完す
るものであり、また、算数を得意にしてもらい、自信をもってもらいたいという想いがあります。他にも学年
の総復習、次の学年の先取り等、色々な目的で受けられるものでありますので、算数・数学をできるだけ
お子様から離さないようために、ご利用していただけたらと思います。 
 最後に、漢字検定と算数検定は年2回受験ができるように、以下のスケジュールで予定しております。ま
た、ソロバンの検定試験と重ならないようにできるだけ、日程を調整しました。多くのお子様がソロバンと
並行して挑戦していただければと思っております。 

秋の遠足 
11/30
（予定） 

県競技大会
2/11 夏のカキ氷 

7月下旬 
（予定） 



●久野学園 本部教室・アール教室・黒笹教室・宮上教室・春木教室・加納教室 
問い合わせ先：0561-32-3445  ※加納教室のみ：0565-45-6795 
メールでの問い合わせ： HPの問い合わせをご利用ください。 
※HPはQRコードから参照ください。 

★お知らせ★ 
・5/26（日）検定試験は昼の部に合わせて、従来通り夜の部がございます。 
 場所：豊田市福祉センター 
・算数検定の受験者を募集いたします（実施日：8/24（土） 申込期間：5/16-6/29まで） 
 なお、申込が5名未満の場合は実施ができません。 

＜おすすめ図書コーナー＞No.8 

  「だれでも書ける読書感想文」  齋藤孝著 
  「ちびまる子ちゃんの読書感想文 教室」 
  「ドラえもん 読書感想文が書ける」 

 いよいよ夏休みが近づいてきましたが、皆様、お子様の読書感想文にはお困りではないでしょうか？ 
 そこで今回のおすすめ図書コーナーは、「読書感想文」特集です。上の3冊は読書感想文の書き方の本
で、斎藤先生の「だれでも書ける読書感想文」は主に高校生を対象としたもの、「ちびまる子ちゃんの読書
感想文 教室」と「ドラえもん 読書感想文が書ける」は小学生向けのものです。斎藤先生の「だれでも書け
る読書感想文」は高校生向けではありますが、始めの50ページくらいは、小学生が書く際にもあてはまる
ものも多く、読んで非常に参考になると感じました（小学校低学年の子の読書感想文にも少し触れている
箇所もあります）。また、ちびまる子ちゃん、ドラえもんについては、それぞれが読書感想文を書くための型
を提案しており、これであれば書けそう⁉ 私自身も小学校の時にこれを読んでおけばよかった！と思える
内容の素晴らしいものです。 
 ただ、いずれの本も読み手は書く本人を対象としておりますが、この内容をしっかり自分に落とし込み、
そこから読書感想文を書ける子は、恐らく今まで自分で読書感想文を作り上げている子ではないかと思い
ます。この本が一番力を発揮するのは、親御さんがお子様に、「自分の力で読書感想文を仕上げてほし
い。でも教え方がわからない」という困りごとを解決してくれることでないかと感じました。読解力の低下と
重要性が問われている今、読書感想文は非常に重要なものだと感じます。ご興味がある方は是非、手に
取っていただければと存じます。 

※書籍の貸し出しを行います。 
 ご紹介した書籍は全て貸出可能です。ご希望の方はお子様伝いでもメールでのご連絡
でも結構です。ご一報いただければと存じます。 


